
▼ テンプレートの見方
テンプレートは仕上がりサイズのトンボとガイドラインが入っています。
ガイドラインにはそれぞれ意味がありますので確認してからデータを配置してください。

製本は断ち落としでの仕上げになりますので

端まで印刷範囲を付ける場合は塗り足しを

付けてデータを作成してください。

塗り足しとは仕上がり線より+3mm余分めに

データを作成してズレで余白が出ないように

することです。

また反対にズレによって文字や必要な情報

などが切れてしまう事もあるので、内側の線

（断裁安全圏）より中に納めて配置をすると

文字切れを防ぐことができます。

■塗り足し線と文字の安全圏



■ 製本原稿のページ割について

例として右図は中綴じ製本で本文3枚（12P)の
場合で本文1枚目のページ割です。
ページ配置は本の開く向きや綴じ方で変わる
のであくまで一例です。
レトロ印刷はオモテ面を外側で見ます。
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▼ファイルの保存は仕様の記入を必ずデータ名に入れて保存してください。
『hyoushi_omote_Ao.psd』 ⇒ 表紙_オモテ面_青インク
『honbun1_ura_Ku.psd』 ⇒ 本文1枚目_裏面_黒インク

データの保存は１版１ファイルで！
印刷用のデータは製版データの数に分けて保存してください。

例えば表紙片面２色（2/0）+本文両面 2色（2/2）本文 3枚 12Ｐの原稿作成の場合であれば、

全ての入稿原稿の数は 14 ファイル必要となります。

それぞれのファイル名に原稿の種類（表紙・本文）、色数の指示が必要となります。

以下に一例を参考にして作成してください。

honbun1_omote_ku.psd honbun1_ura_ku.psd

hyoushi_omote_Ao.psd

フォルダにまとめて
圧縮する

※複数件の入稿の場合は必ずフォルダ分けで入稿してください。

Ps Ps

Ps ( 表紙 +本文データ全原稿）

※インク名の略称は次のページのインク一覧を参考にしてください。



インク一覧 インクカラーは入稿データに使用しないでください。
※見本データや指示用のデータです。


